
消防団員募集 ～自分たちのまちは
� 自分たちで守る～

消防団員に支払われる報酬（年額）
階級 支給額

団 長 75,000円
副 団 長 58,000円
分 団 長 43,000円
副分団長 34,000円
部 長 29,000円
班 長 27,000円
団 員 25,000円
※�その他、出動するたびに、
手当が支給されます。

　消防団員は、消防職員が勤務する消防署とは異なり、火災などの災害発生時に自宅
や職場から災害現場に駆け付け、消火活動や救助活動などを行う非常勤特別職の地方
公務員です。
　登別市消防団には、幅広い年齢層の人が参加し、それぞれが会社員や自営業など、
さまざまな仕事に就きながら、活動を行っています。登別市消防団では、現在、消防
団員を募集しています。皆さんも、消防団員として自分たちのまちを守りませんか。
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主な活動内容　

各消防分団の管轄地区
分団名 分団所在地 分団所管区域（任用区域）

登別温泉分団 登別温泉町１７ 登別温泉町、カルルス町、上登別町、中登別町の一部

登 別 分 団 登別東町２丁目２１ 登別本町、登別東町、登別港町、中登別町の一部、札内町の
一部

富 浦 分 団 富浦町１丁目５２－２ 富浦町

幌 別 分 団 中央町３丁目１７－１
幌別町、中央町、常盤町、千歳町、桜木町、緑町、大和町、
青葉町、若山町１～３丁目、富岸町１丁目、
川上町、幸町、新栄町、札内町の一部

富 士 分 団 富士町７丁目１ 富士町、新川町、柏木町、片倉町、鉱山町、来馬町

鷲 別 分 団 鷲別町３丁目５ 鷲別町、美園町、若草町、栄町、新生町、若山町４丁目、
富岸町２・３丁目、上鷲別町

女 性 分 団 幌別町３丁目１７－１ 市内全域

▶問い合わせ　登別市消防本部総務グループ（☎�９６１１）

　　男性団員
⃝�火災発生時は、消防職員と共に消火活動
⃝�大規模災害時は、救助活動や住民の避難
誘導
⃝�防火の日や火災予防期間中は、消防車で
町内を巡回し、火災予防の広報
⃝�消火活動の基礎的な訓練である、ポンプ
車や小型ポンプ操法の訓練
⃝�春と秋の火災予防期間には、火災を想定
し、消防職員と消防団員による合同放水
訓練

　　女性団員
⃝�救命講習会で、ＡＥＤの使い方や応急手
当の普及啓発
⃝�火災や大規模災害発生時に出動し、けが
人や住民のケアなどの後方支援
⃝�一人暮らしの高齢者宅を訪問し、防火の
呼び掛け
⃝�春と秋に行われる火災予防運動などの際
に、巡回広報や街頭啓発運動
⃝�礼式訓練やポンプ操法の訓練
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